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Abstract

This paper analyzes nuclear energy policy and the development history of power
liberalization in Japan, and whether or not nuclear power generation meets the "base load
electricity source™ in the Basic Energy Plan, "Energy Security”, "Economic Efficiency", and
"Environment", We have examined the role of nuclear power from three perspectives. In the
future, power sales will be examined the whereabouts of nuclear power in that it is partially

liberalized.
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	東京電力福島第一原子力発電所事故後、世界中で脱原子力発電を目指す動きが本格化している国がある一方、原子力発電を今後の重要なエネルギー源とする国もある。そのような世界各国の様々な対応の中、日本は原子力を「重要なベースロード電源」と再評価している。また、再稼働に向けた各原子力発電所の安全審査の進捗状況から見ると、新エネルギー基本計画は再稼働を推し進めるために打ち出しているのではないかと思われる。
	そこで、本研究は、日本の原子力政策及び電力自由化の発展経緯について分析を行い、原子力発電はエネルギー基本計画における「重要なベースロード電源」に満たすか否か、「供給安定性」、「経済効率性」、「環境適合性」の視点から原子力発電のあり方を検討し、また、電力の小売りが部分自由化される中で原子力発電の行方を検討するのである。
	1.日本の原子力政策の変遷
	日本における原子力政策は、1955年に原子力行政の基礎としての「原子力基本法」の成立によって開始された。その翌年に原子力委員会が発足し、「原子力の研究、開発及び利用に関する長期計画」が策定されてから、原子力の開発利用が積極的に推進されてきた。その後、エネルギー需給状況、原子力発電所事故等により原子力をめぐる諸問題が様々に変化してきた。
	また、2002年に安全供給の確保、環境への適合、市場原理の活用を基本方針として「エネルギー政策基本法」が公布された。それに基づいて2003年に最初の「エネルギー基本計画」が策定され、その後「エネルギー基本計画」の見直しは3年ごとに2007年に第1回改定、2010年に第2回改定が行われた。東日本大震災後初となる「エネルギー基本計画」が2014年に閣議決定された。この時期は原子力発電の安全性、経済性においてすでに問題視されているが、同計画には、原子力はベースロード電源と重要なポジションに位置付けられた。
	このような原子力を巡る環境の中で、2015年6月に総合資源エネルギー調査会・長期エネルギー需給見通し小委員会は第10回会合で「長期エネルギー需給見通し（案）」を打ち出した。その中で特に注目されるのは、原子力発電への依存度は「東日本大震災前に約3割」から「2030年に20％～22％程度」へと低減するとのことである。
	東京電力福島第一原子力発電所事故が発生した後、日本において原子力発電の新規立地・新増設は困難になると思われる。2030年に原子力発電の依存度は「20％～22％」にするには現在の原子力発電43基がすべて再稼働を容認せざるを得ない。しかしながら、原子力発電の寿命となっている40年が突入する。設備利用率70％を前提として推計すると、2030年に原子力発電依存度は原子力発電の43基をすべて40年で廃炉にするとなると13％にとどまっている一方、稼働年数を50年、60年に延長する場合には2030年に原子力発...
	仮に原子力発電の運転期間延長が認められ、運転を継続していく場合には老朽機械のメンテナンス等新たな費用投入が必要となり、さらに、原子力発電の立地自治体・周辺市町村への補助金は一層増えることが予想される。そうすると、原子力発電の政策コストに上乗せする社会的なコストが次第に増大してゆくのは必然である。今までの補助金は立地地域住民の福祉を向上するという名目で成立されたが、補助金が増えることで原子力発電の立地自治体、周辺市町村の企業活動、労働意欲がそがれると考える一方、膨大の補助金は国の財政負担になり、経済...
	事故リスクへの対応費用については、2015年の試算によると事故損害賠償費用・廃炉費用が1兆円増加すると0.04円/kWh増加するとされている2F )。この値は2011年の試算値0.1円/kWhよりかなり減少した。その原因は、追加安全対策を実施したという理由で事故発生頻度を2010年の試算時2,000炉・年より4,000炉・年に甘く設定されたということである（図1）。換言すれば、今回の事故発生頻度は想定外の事故を考慮せず、想定内の事故によって設定されたと言えよう。
	なお、シビアアクシデントが起きれば事故後の損害賠償費用は事故前の安全対策費用をはるかに超える。その費用ギャップを埋めるために新たな政策が必要であろう。
	東京電力福島第一原子力発電所事故以降、日本では、原子力発電の是非については、盛んに議論されている。2030年の新たなエネルギーミックス案からみれば日本政府は依然として原子力発電を重視し、全面的に推進する姿勢を見せた。それは各地域において電力会社の独占的な利益を保護することが強く示唆されている。一方で、原子力発電の積極的な推進は再生可能エネルギーの長期的な経済的利得が失われると考える。それは原子力発電推進の機会費用と言えよう。つまり、原子力発電推進は再生可能エネルギーの社会的な拡大・普及を阻む要因に...
	図1　原子力発電コストの内訳
	（単位：円/kWh）
	（出所）「モデル試算による各電源の発電コスト比較」、「コスト等検証委員会報告書」、「長期エネルギー需給見通し小委員会に対する発電コスト等の検証に関する報告」に基づき作成。
	※設備利用率70％、割引率3％、稼働年数40年を想定。
	2.エネルギー基本計画における原子力発電の位置付け
	2.1原子力発電の「供給安定性」
	世界経済の成長、そして、それと相関関係にある急激なエネルギー需要の拡大により国家間の資源争奪戦の様相を帯びてきた。その中で、特にエネルギーの安定供給問題が重要な課題として世界的に注目されるようになってきた。
	その背景にあるのは1970年代のオイルショックであった。1970年代、中東戦争に端を発した2度にわたるオイルショックと呼ばれる、国際的な原油価格の上昇に伴う消費国での経済混乱が発生した。当時日本国内では、原油価格の高騰は物価を押し上げ、経済に多大な影響を及ぼした。
	図3に示されているようにウラン価格は原油価格と同じように大きな変動がみられる。ウラン価格は1973年の第1次オイルショック時の6ドル程度から徐々に上昇し、1978年に43.4ドルの高値になった。その要因は第1次オイルショック後、世界各国で原子力発電の開発が進められてきたと考えられる。1979年のスリーマイルアイランドにおける原子力発電所事故以降、アメリカでは原子力発電の新規建設が凍結され、さらに、世界的規模で原子力発電計画が停滞していた。それゆえ、ウランへの需要が低迷し、ウラン価格は横ばい状態が続...
	その後、ウラン価格は急上昇し、2007年に過去最高値の136.22 USドル/ポンドとなった。その原因は、2001年から大型ウラン鉱山の生産量減少、オーストラリア、カナダのウラン鉱山の事故が相次いだこと、などが挙げられる。
	また、ウラン価格には旺盛な需要増加と短期的投機資金の流入の2つの要因を加え、ウラン価格はさらに、高水準に押し上げられる可能性があると考える。
	一方で投機家の行動がウラン価格への影響は極めて大きいと考えられる。2008年6月に投機資金の流入により原油価格が一時的に133.93USドル/バレルまでに急上昇した。そのことから、将来ウランの需要が増加すると想定した投資家がウランを買い続けることによりウラン価格が短期的に大きく押し上げられる要因になることも予想される。つまり、ウラン価格は高騰リスクがある。
	日本では、ウラン資源は原油と同様に海外に依存している。さらに、ウラン産地は少数の国々に限られているため、ウラン資源を巡る権益獲得は戦略的に進められている。ウランは戦略資源として国家間の資源獲得競争を一層激化させると思われる。そのため、ウラン高騰という問題が出てくる可能性が高いと考える。
	以上のように、ウランの安定供給が影響される多種多様な要因から見れば、ウランは供給安定性に優れている資源とは言えない。
	2.2原子力発電の「経済効率性」
	そもそも原子力発電推進派が原子力発電の経済効率性が優れていると主張する理由の一つは、少量のウラン燃料（費用）で大量の電力（便益）を生み出すという評価にある。しかしながら、原子力発電の利用に伴う不確実性が非常に大きいと予想される。そのため、原子力発電の経済効率性を評価する際には、不確実性に起因する種々の事象を考慮すべきだと考える。原子力発電の経済効率性を評価するに当っては、重要となるのは原子力発電の発電コストを巡る議論である。
	大島堅一9F )は各電力会社が発表している有価証券報告書を用いて1970年～2010年にかけて41年間の電源別の実績値を試算し、発電コストを評価している。その計算方法は以下のようである。
	発電に直接要するコストについては、原子力8.53円/kWh、火力9.87円/kWh、水力7.09円/kWh、一般水力3.86円/kWh、揚水52.04円/kWh、という結果になっている。この結果からみれば、原子力発電の安価神話はすでに崩壊した。
	政策コストについては、大島は技術開発コストと立地地域対策コストに分けられ、試算している。原子力1.72円/kWh、火力0.04円/kWh、水力0.1円/kWh、一般水力0.05円/kWh、揚水1.02円/kWhであった。原子力発電の政策コストは他の電源と比較すると格段に高いということがこの計算結果から明らかとなった。この莫大の財政支出は日本の一貫した原子力政策を反映し、国策として原子力発電を後押しする役割を果たしていることが明確に示唆されている。
	2004年、日本政府は使用済み燃料の処分・処理コストや廃炉コストに充てるバックエンド事業のコスト見積もりを公表した。その総費用は再処理に11兆円、高レベル放射性廃棄物処分に2.55兆円、MOX燃料加工に1.19兆円など約18.8兆円となっている。大島はこの18.8兆円の報告書には全てのバックエンドコストが算入しているのは事実ではないと主張し、極めて過小評価されていると指摘した10F )。
	また、原子力発電は稼働する際に放射性廃棄物が蓄積される。日本政府はその中の高レベル放射性廃棄物をガラス固化し、地下300メートル以深に100万年以上に埋設するという地層処分の方法を計画している。しかし、ガラス固化体を埋蔵する処分予定地は完全に未定である。仮に日本では、原子力発電で使用された核燃料を全て再処理した場合、約1万2000本（1996年の試算）のガラス固化体になると試算される11F )。この大規模なガラス固化体を長い年月で地層処分する際に、その不確実性の幅は予測できないほど大きいのが現実で...
	つまり、バックエンド事業は、将来世代に多大な原子力発電リスクがもたらす費用を負担させることで現在世代は電力がもたらす便益を享受する、ということになる。
	さらに、東電福島第一原子力発電所事故による除染、損害賠償等のコストの推計は下限値として10兆円12F )以上とされている。それらのコストを原子力発電コストに加算すれば原子力発電のコストは一気に跳ね上がり、他の電源に比べると圧倒的に高い。
	上記の莫大な損害額に対応するため、日本原子力保険プール（民間保険会社）に期待できるかについて見てみよう。
	仮に原子力発電の事故損害賠償コストは日本原子力保険プールでカバーできるように原子力損害の賠償に関する法律を改正すれば、事故発生確率は非常に高く想定されねばならない。そうすると、電力会社が支払う保険料は大幅に増加すると予想される一方、事故発生時、日本原子力保険プールは受け取った保険料より桁違い高額な保険金が電力会社に請求される。そもそも原子力損害保険の場合の契約数が大きなものではないため、原子力保険は「大数の法則」に適用できない13F )。日本原子力保険プールはこのような巨大なリスクを負えないと思わ...
	また、事故後、安全対策はどの程度シビアアクシデント発生の確率を小さくすることができるのかが問われる。
	つまり、原子力発電の事故損害賠償コストは日本政府の援助によりカバーされ、最終的に電気料金に盛り込まれ、国民に負担させられる、ということになる。不確実性をカバーする制度的枠組みを欠く原子力発電の経済効率性が優れているとは言えない。
	2.3原子力発電の「環境適合性」
	地球温暖化はCO2を主とした温室効果ガスの増加に起因するとの言説がよく見られる。原子力発電は発電時にCO2を排出しないため地球温暖化対策に寄与できる発電方式として進められてきた経緯がある。
	しかしながら、吉岡斉14F )は国立環境研究所温室効果ガスインベントリオフィスが2009年にまとめられた1990年～2007年にかけての世界主要国の排出量データを使い、原子力拡大と温室効果ガス排出削減は「逆相関関係」にあるという結論を出している。この結果になる理由については、吉岡は温室効果ガス排出削減などの環境政策に不熱心な国において、原子力発電拡大促進政策が取られる傾向にある一方で、脱原子力発電を目指すか原子力発電に対して冷淡な国が、環境政策に熱心に取り組む傾向がある、と指摘している。日本では...
	以上、見られるように原子力発電の推進は温暖化ガス削減に有効であるとは言えない。
	一方で、原子力発電は発電時に温室効果ガスを排出しないが、ウラン探鉱・生産・輸送等の時に大量のエネルギー投入・消費に伴い、温室効果ガスの排出量が大幅に増加される。他方で、原子力事故による広域的な放射能汚染、使用済み核燃料の処理・処分は環境リスクに関する問題を抱えている。
	もともと原子力発電は発電時にCO2を排出しないとの理由だけで、環境の持続可能性への寄与があるという認識は誤っている17F )。それを理由にして原子力発電再稼働を推し進め、さらに、原子力発電を重要なベースロード電源に位置付けるのは矛盾をはらんでいる。
	経過措置期間終了後は、供給に必要なコストを料金に転嫁することができる上に、制度的に一定の利益率まで保証されてきた総括原価方式の料金規制は廃止されるようになる。料金規制の撤廃により、市場競争原理が働く状況下で料金が決定される仕組みに転換することとなる。
	原子力発電と電力自由化については、橘川武郎31F )は原子力開発の推進には電力自由化が目指す市場原理の拡大と矛盾すると指摘している。前述したように、「長期エネルギー需給見通し（案）」は原子力発電を推進する姿勢を見せている。しかし、料金規制の撤廃により各電源間の競争が激しくなる場合には、経営者は原子力発電への投資を回避する傾向にあり、原子力発電の新設が困難になる。そのため、総括原価方式の料金規制が撤廃された場合、原子力発電を維持してゆくのであれば、国の関与、すなわち、新たな優遇政策が必要ではないかと...
	筆者は、半世紀以上にわたる日本の原子力政策の変遷を検討し、今後、日本は原子力発電を重点に置くことが、東京電力福島第一原子力発電所事故後の新たなエネルギー基本計画の本質であることは明らかになった。また、原子力発電が「重要なロードベース電源」に満たすか否かについて、「供給安定性」、「経済効率性」、「環境適合性」三つの点に着目し、考察を行った。この考察を通して、まず、原子力発電所で燃料として使われるウランの価格は需要増加等によって原油価格と同様に多大な変動が繰り返し発生することが明らかになった。そし...
	上記で述べたように、原子力発電の推進・依存を前提に策定されたエネルギー政策はそれ自体がエネルギー政策の脆弱さを露呈させたこととなる。さらに、原子力発電は初期投資額が巨額であり、なおかつ事業投資費用の回収が長期にわたる等の特殊性を有する。そのような原子力発電を「重要なベースロード電源」と位置づけた場合、今後、電力小売の全面自由化の流れの中で原子力発電をいかに存続させてゆくか、原子力発電の諸課題はどう解決していくかは注目に値する。
	なお、電気の料金規制撤廃後、廃炉による費用回収、シビアアクシデントへの対応など既に電力の小売自由化・制度改革が実施されている諸外国（特に英国及び米国）の仕組みは日本に適応することはできるのかについては、今後の研究課題としたい。
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